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カウンセラー訓練における一考察 (11)

一一Groupprocess の展開とその評価について一一

中 回 洋 子

1. まえがき

2. カウンセリング・セミナーの実状とその仮説

3. セミナーにおける Groupprocess 

4. Y-G人格検査によるセミナーの評価

5. 結論と今後に残きれた問題

1. まえがき

Rogers， C.R.， Gordon， T吋 Gibb，].R. & L.M.， Bennis.， W.G.らが、 T-

groupとか Iabgroup-グループ・グイナミックスの理論による-basicen-

counter group と呼ぷ一種のクツレープ・ワークや、人間関係、リーダーシッ

プ、カウンセリング、教育、精神療法などの訓練のためのワーク・ショップに

おいて、グループ・メムパーは、 intensiveな groupexperienceを経験し、

そζに“groupprocess"が展開するとしている。(文献.③③④⑨⑪⑬)

乙うしたグループ・ワークにおいて、リーダーとか faciIitatorは極度の自

由を参加者に提供する。そのために極く初期は、いわゆる‘混乱と欲求不満、

を主とする過程(第1期) を参加メムバーは経験するというのである。たとえ

ば長期間の沈黙が続いたり、表層的な会話や雑談が行われたりメムバーが自分

の目的も知らないし、 ‘かなりの期間、ここに坐っているが相互に知り合いも

出来ない、などに示される過程が展開するというのである。

ついで、個人的な表現や自分自身を表現する乙とに対する‘抵抗、(第2期)

に直面する。先の混乱期のなかにおいて、個人的な態度を部分的に表明する個
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カウンセラー訓練における一考察(中田)

人もあるが、ク'ループのメムパーの問には、 こうした傾向に対して極度の

ambivalentな反応が生ずる。たとえば、何時も親しい他人と接していた時の

ように、外面をとりつくろい、物静かでいょうか、それとも自分のままであ

り、自分の弱点や欠点を表現しょうかと迷ったりする。また個人的な態度を部

分的に表明する個人もあるが、それを快く思わない個人もいたり、自分自身を

表明する乙との恐れや、ク勺レープに対する不信感が表明されたりする。しかし

徐々に、恐る恐るではあるが、部分的に内的な世界が表明され始める。

かくして過程は第3段階に入る。乙の第3の段階で個人は‘過去の感情、を

記述し始めるというのである。グループに対する信頼や自分自身をあらわにす

ることや、現在の直接の感情の表現には不安があるが、職場でいかに欲求不満

であるかなど、グループ場面以外の過去の感情の表明がなされる。

つぎに第4段階として‘否定的な感情が表明される期間、がやってくる o

今、ここ (hereand now)の感情は他のク'ループ・メムパーやリーダーに対

する否定的な感情の表明に始まる。たとえば独りで長くしゃべる人に対するい

らいらした感情の表明やリーダーがク‘ループをうまくリードしないことに対す

る攻撃(文献.⑩ p.214) などである。 これはその場面の自由きとグループへ

の信頼性を試すための手段であるからであり、また深い肯定的な感情は、否定

的な感情表明よりも、遥かに困難で、危険であると思われるからであろう。た

とえば、 、私はあなたを愛する、といえば、もっとも恐ろしい拒否に出合うお

それがあるからであろう。

こうして過程は第5の段階に入る。この段階では、メムパーは‘個人的で有

意味な内容を表現し、明らかにし、始めるという。

最初の混乱、個人的な表現への抵抗、外的な事象への話題の集中、批判と怒

りの感情を通して、個人は自分がグループの中にいるという ζとを感じ始め、

自分の望む乙とが出来るし、否定的な感情を表現したとしても、受容され、理

解されて、破滅的な結果を招来しない乙とから、自由が存在する乙とを理解す

るようになる。すなわち信頼の風土がじょう成きれ始められたことになる。(文

献.③ chap.10) 

乙うして個人は自分自身のより深い面を部分的にせよ表明する機会をもち、
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カウンセラー訓練における一考察(中田)

その危険を官すようになる o

ついで、第6の段階に入り、クーループのメムパー相互の直接的な感』情が表現さ

れるようになる。乙れはその場面のその瞬間における個人相互に対する卒直な

感情の表明である白その感情は肯定的なものもあれば、否定的なものもある。

たとえば、 ‘あなたの沈黙がこわい、、とか‘あなたは私の冷たい母親を思い

出させる、などである。

第7段階は、ク。ループにおける治療能力 (hea1ingcapacity)の開発であ

るo とれは intensiveな group経験のもっとも重要な側面の 1つである。す

なわちグループのメムパーは他人の苦痛や苦悩に対して、自然にまた自発的に

治療的働きかけを行うというのである。たとえば‘全員がとても温く思いやり

のある心で接することが出来た、というように相互が個人の苦悩に対して援助

的になってくる。

こうして第8段階の、自己受容 (selfacceptance)と変化、が生じ始める。

乙の段階では、メムパ一個人は自らの realな感情に直面し、自分自身を受け

容れ、自分自身であるととを学び始める。これは変化への基盤になる。個人は

自分自身の感情に接近した時、堅いからをかぶる必要はなく、変化への素地が

出来たことを意味する。

きらに進むと、第9段階の‘仮面の崩壊、と呼ばれる過程が展開する。防衛

していることが空しく感じられ、グループのあらゆるメムバーは仮面や外面を

とりつくろう乙とに耐えられなくなってくる。グルーフ。の一部のメムパーの自

己の表現は、非常に明確なものとなり、 より深いより基本的な出合い (basic

encounter)の可能性が開かれてくる口 こうしてクゃループは直観的、無意識的

iと目標に接近する。

第10の段階として‘個人は feedbackを受け容れる、ようになる。すなわ

ちこの自由に表現された相互交渉が行われるなかで、個人は他人からどう見ら

れているかという多くの資料を速かに得ることが出来る白たとえば‘誰れにで

も親切に振舞おうとしている人が、他人からは有難迷惑がられて怒りを買う、

とか、いくぶん過度に他人の世話をやこうとしている人が、あるメムパーか

ら‘自分は母親を求めているのではない、などといわれたりする。またこうし

凸
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カウンセラー訓練における一考察(中田)

たfeedbackは非常に暖かく、肯定的になされることもある。乙れらの否定的

な、また肯定的な意味をもっ feedbackは、次第に拡大し、 ク・ループの中で

の自己理解と出合い(encounter)のための重要で、かつ新しい経験の引き金

になるものであるo

ついで第11の‘対決(confrontation)、の段階を迎える。 10段階で feed

backという用語が使用されたが、乙の用語では余りに弱過ぎる o メムパー相

互が同じ地平に立って‘対決(confrontation)する、といった方がよりぴった

りする。乙うした対決は肯定的な場合もあれば、しばしば決定的に否定的な場

合もある。しかし否定的な対決も groupprocessの終りには、相互が受容し

合うようになり、完全ではないがずっと理解的になる。これが‘対決、と呼ば

れるものである。

乙うして第12の段階の‘基本的な出合い (basicencounter)、が獲得され

る。これは日常生活で習慣的に接している他人との関係より遥かに密接で、隔

意のない接触である。乙れはこうした groupexperienceのもっとも中心的

な、深い変容を生じる一面である。メムパーは完全に、あなたと共に感じてい

る、のである。

乙れが基本的な出合いである。 Buberの言葉を借りれば、我一放の関係(I

thou relationship)がしばしば達成される。ほとんどの場合、参加者の限は

涙でうるんでいる。

このようにして‘肯定的な感情の表現と隔意のない親密な関係、が得られて

くる。これが第13の段階である o

group processが進行すれば不可避的に感情が表現され、グループメムパ

ーが相互の関係の中で、それが受容され、その結果、強よい隔意のない肯定的

な感情が発生してくる o さらに暖かきやグループ・スピリットや信頼が肯定的

な態度からだけでなく、肯定的な感情や否定的な感情の両者をfふくんだ real

なものから増加してくる。

ついで第14段階として、ク'ループの中における行動の変化、が生じてくる。

すなわち、個人はより自然にわざとらしくなく、より感情に満ちてくるととも

に、相互に驚くほど思慮深く、援助的になってくるというのである。たとえ
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ば、 ‘私はより卒直で自発的になった。、 ‘私はより一層自由に自分を表現出

来る。、 ‘私はより同情的で共感的で忍耐強よくなった。、'私はより自信を

もてるようになった。、 ‘私の家族や友人や職場の同僚との間でより正直で、

より卒直に好悪やその他の真実の感情を表明している D 、 ‘私は知らないこと

を知らないと容易に言えるようになった。、 ‘私は他人をより一層助けたいと

思うようになった。、などである。また別の個人は‘ワークショップ以来、両

親と新しい関係をもてるようになった。つまり両親と自由に宮古しが出来るよう

になった。とくに父親との間ではそうである。、 ‘自分が乙の5年間母親との

距離が速かったが、母親とより密接な関係を持てるようになった。、などと参

加者は述べているのである。

しかしながら、 Rogersは乙うした intensiveな experienceにも、いくら

かの欠陥を認めている。たしかに行動の変化は生ずるが、個人によってはそれ

が長期間継続しないことであるとし、またここでは詳述しないが intensiveな

group experience にも多少の危険が存在するーーとくに psychoticな人に

対して一一ーことも認めている。そのために Rogersは、乙の段階の変化につい

ては、より一層の研究と探究の必要なことを認めている。

以上は初めにも触れたように Rogersらのいうグループ・ワークの group

processをいさきか図式的ではあるが要約したものである o 文献.@) 

いうまでもなく実際は、各段階がオーバーラップし:たり、若干相前後した

り、ある一部のメムパーはより高度えよ段階に、他の一部のメムパーはより低次

の段階に止ったりするものであろう。

こうした groupprocessは、船岡・中田が昭和38年から47年までにわた

り、文部省、日本職業指導協会、大阪社会事業短期大学主催のもとにリーダー

として参加した、カウンセリング・セミナーの groupprocessと比較的類似

していると思われる。

本稿においては、 Rogersらの groupprocessと、乙のセミナーの group

processを比較検討して、その processを明らかにすると共に、 乙れらの両

者の間に同様のもしくは類似の processが展開しているとすれば、セミナー

の参加メムパーそれぞれのなかに、何らかの内的変化が生じているものと仮定
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される。そこでこの変化を今回は pre-posttest法によって、 Y-G人格検

査で捉えようとしたものである o

2. カウンセリング・セミナーの実状とその仮説

これらのカウンセリング、セミナーは、参加者全員が7泊8日合宿し、一部

にカウンセリングの原理、人格論、ガイダンス論、職業指導論、各3時間計12

時間の講義が組み込まれていた。その他、カウンセリグに関する講義の録音、

(たとえばカウンセリングの実践的諸問題、演者 Rogersなど)カウンセリングの紹

介のスライド、カウンセリングの実際の録音テープなど多数の資料(一部に参加

者自身が提供したものもあった)が準備されていた。

セミナーの主要な目標としては、 1. カウンセラーとしての基本的な態度を

参加者が身につけること、たとえば、 a 人間の可能性を信頼するとと。 b.

人聞のあらゆる問題、あらゆる在り方、あらゆる表現をより受容し尊重出来る

こと。 C.人間の所有している苦悩、悲しみ、不安など人聞の問題により深く

関心を持つこと。 d.人間の苦痛、悲哀、喜びなどカウンセリング場面におけ

るクライエントの感情の流れをより共感できることなどである。

2. 参加者がカウンセラーとしての成長に純粋に動機付けられること o すな

わちカウンセリングの学習がカウンセラーの自己実現の過程を強化すること。

3. カウンセリングの理論および技術の修得の3点があげられるであろう。

セミナーの場面構成として、参加者は参加場面のなかで、リーダーから人間

として、尊重され、極度の感情表現の自由が保証されていた。その場面設定と

して、 1. セミナーの基本的な運営は、参加者の自発的かつ自由な意志にゆだ

ねられていること。ーーただし講義の日程は変更できない。 2. リーダーはあ

る程度の睡眠時間を除いて、参加者が希望すれば自由に話し合いの時間を持て

るζと。 3. 研究資料、その他学習に必要な資料、備品は自由に使用出来るこ

とo また参加者のあちゆる要求、希望、不満などは遠慮なく申し出る乙と、事

情の許す限り、それを受け容れる用意のあることなどであった。

ζ うした方法に関する仮説として、 1. 参加者がリーダーから尊重きれ、共
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感された許容的なふんい気にさらされた時、すなわち部分的にせよカウンセリ

ングを体験出来た時、カウンセラーとしての基本的態度を認識し、その成長に

動機付けられるであろう。 2. こうした体験を通して参加メムパーは、自己防

衛を最小限ならしめ、カウンセリングの背景にある人間観、理論、技法など、

学習すべき資料を歪めたり、抵抗することなく効果的に学習するであろう。一

筆者はカウンセリングの背景にある人間観、理論、技法などが学習者の人間観

と抵触して、カウンセリングの学習に、学習者が抵抗を引きおこすのをしばし

ば観察したことがある。 3. カウンセリングの理論がセミナー場面で具体的な

技法として示されている時、理論がより一層明確化され、理論の理解が容易にな

るばかりでなく、技法の理論的根拠が常に明らかにされていることを意味し、

理論と技法とが非連続的な抽象性に陥る乙とを防止するであろう o

3. セミナーにおける Groupprocess 

こうした場面構成ないし場面設定が行われてのセミナーは、初めに述べたよ

うな Rogers らのいう純粋な T-groupゃ labgroup， basic encounter 

groupとは若干目的を異にするが、いわゆる groupprocessとも呼べる過程

の展開が観察された。

セミナーにおける自由討議の初期は、沈黙を主体とした混乱期とも呼べる展

開であり、参加者は introjectされたフォーマルな価値体系で行動しようとす

る受動的な態度をとった段階であった。参加者は一般の講習会におけるよう

に、主催者側やリーダーの詳細な場面設定や提案、講義といったものを期待

し、それを待つという受動的な態度であった。しかしながら、すでに触れたよう

に、セミナーの運営の主体は参加者にゆだねられている乙とを始めとする最大

限度の自由は、参加者に不安を与え、リーダーに対する否定的な感情の表明が始

まった。たとえば‘自分は初心者で、あるから何か教えて貰わないと思考のキッ

カケがつかめない、、 ‘カウンセリングのアウト・ラインを説明せよ、、 ‘運

営の基本的なものは主催者で立案しておくべきだ。、 ‘採決をとって会合を進

めるべき打、などの発言に示されるものであった。
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ζの過程で Rogers らのいうような、参加メムバー相互の否定的な感情や

肯定的な感情の表明もなされたが、参加者の発言は主として、リーダーや主催

者側に対する強い否定的な感情の表明に関するものであった。 ζれはリーダー

の技法もさる ζ とながら、カウンセリング・セミナーというカウンセリング学

習の場という場面的特性によるものと考えられる。

参加者は、 乙のような否定的感情の表現を通して、戸まどい、焦燥感、緊

張、不安も表明したのである。乙れは Rogers らのいうように、自己に直面

したり、自己を表現するととへの恐怖と抵抗の表現でもあったと思われる。ま

た焦燥感やその場面での無意味さの表明は、参加者の内的世界に寄在している

自己実現の衝動や、 Frankle，V.船岡、中田ちがいうような存在の意味の衝動

の implicitで無意識的な表現でもあろう。(文献.⑥⑦⑫)

とうした否定的な発言や沈黙や焦燥感が、 リーダーから受容され尊重される

につれて、 introjectされた価値体系の崩壊とそれからの解放の過程が始まる。

たとえば‘沈黙の中にも自分の烈しい動きを感ずる。、 ‘沈黙は決して静止

ではない。、 ‘カウンセリングの定義などの概念を設定すると、却ってそれに

捕われてしまう o、 ‘とのままのふんい気を経験したい。、 ‘車に乗ってみた

が、手が振えうまく運転出来ず驚いた。、 ‘酒を飲んでも酔いもしないし、自

分がパラパラになり転がっている感じ。、などの表明が続いた。 乙の intro-

jectされた価値体系の崩壊は、受動的な学習態度から、 自発的で積極的な学

習への変換の素地となるものである o

乙うした段階は Rogers らのいう第3段階から第5段階に相当するものと

思われる。つまり参加者は、その場面の自由と受容的なふんい気を経験し始め

たζ とになる。そして参加者各自は、自分自身のより深い感情の探索と表明を

始めるようになる o

たとえば、 ‘自己を見つめていく姿花、言葉で表わされない奇妙なものを感

じた。、 ‘気付いていない自分が次第に明らかになっていくような感じ。、

沈黙は言葉なき自己探索である ζ とを実感。、 ‘自己をつぶさに見つめ洗心き

れた。、 ‘自分の思考が内面へと進み出せば、あの場面ではどうするととも出

来ず、ついと ζ とんまで考え尽した時、自己の世界が一変した。、自己を深く
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内省し、人生の意義を考えることが出来た。

乙うした参加者の自己探索が可能であるのは、その場面の自由と受容的なふ

んい気を参加者が体験しているからであり、参加者の自己防衛の減少と自己受

容の増大を示している。それと同時に realな自己の姿や自己の感情の発見の

過程において、参加者は自らの realな感情のなかに、他人への思いやりや共

感への感情とその能力 (capacity)の存在するととを、また自己実現の衝動や

存在への意味の志向性のあることを明確化し、やがては参加者相互が防衛のな

い隅意なきふれ合いを経験する乙とになる。つまり Rogersらのいうク事ループ

における治療能力 (healingcapacity)の開発が行われ、第12段階でいう基本

的な出合い (basieencounter)の獲得の可能性が開かれたζ とを意味する。

たとえば、自分の思っていることが何んのわぎわいもなく発言出来るふんい

気。、 ‘まったく安全な気分で最後まで思う乙とがいえた。、 ‘自由なふんい

気、自己の設を破って心の拡がりを得て気分爽快。、 ‘会合を通して人間尊重

が重視きれ、どこまでも信じられ大切にされている自分を意識した時、両手を

あげ、大声をあげたくなるほど自由の感情がよみがえり体に力が入る気持。、

‘全員がわがままな姿を出しながら、いつの聞にか人間本来のものに目覚めさ

せられてくるととのすばらしさを体験。、 ‘全員がとても思いやりのある心で、

接するととが出来た口、 ‘未知のものが短期間で打ちとげた。、 ‘全員がいつ

の間にか一体になって考え、自他の区別なく変化する機会になっている。人間

寄在の真の姿のまま、それが互にたまらない親しみを感じつつ、赤裸々な自己

を投げ出しながら変っていく ζ とに不思議な気さえする。、 ‘人格が個別化す

る時は、人聞が本当に結びつき得ることを身をもって体験。、

以上の発言や記録は Rogers らのいう‘基本的な出合い (basicencoun 

ter)、と第13段階の‘肯定的な感情の表現と隔意のない親密な関係、の構成が

窺われるであろう。じかもこの肯定的な感情の表現と隔意なき親密な関係は、

既に触れたように、個人の肯定的、または、否定的な側面K関しでも、またそ

の両者の感情が表明された場合にも可能になるようである。それは先述した記

録にもあるように‘全員がわがままな姿を出しながら……、とか‘人間存在の

真の姿のまま、それが互にたまらない親しみを感じつつ、赤裸々な自己を投げ

-97-



カウンセラー訓練における一考察(中田)

出しながら変っていく ζ と……、などに示されている。

かくして参加者は realな自己や自らの感情を見める時、人間の在り方が肯

定的であっても、否定的であっても、その存在に暖かき、思いやり、共感を感

ずる能力 (capacity)や情動の寄在する ζ とを意識化し、自らの自己実現の衝

動や存在意味への志向性を明確化する。とのζ とを通して自らの人間観を変容

し、カウンセリングの本質的な基盤である人間観を抵抗なく受け容れていく乙

とになる。

またこのために、受動的な学習態度から自発的で積極的な学習態度への転換

はもちろんのとと、カウンセリングの学習やカウンセラーとしての成長が仮説

で述べた如く、参加者の自己実現の過程と一致してくるのである。

ぞれと同時に Rogersらがいうように‘クーループの中における行動の変化、

が生じているのが観察されるであろう。

またつぎの記録は以上のζ とをより明確に物語っているであろう。たとえ

ば、 ‘人間の可能性の偉大きに気付いた。、 ‘とれまで忘れられていた人間尊

重がいかに大切かを実感。、 ‘カウンセリングの方法が全くすばらしく、その

価値を実感、、 ‘人間生命の絶対的な尊重、成長力、生命力の偉大きを信ずる

ととが出来た。、 ‘人間の成長力を頭だけでなく腹の底から信ずることが出来

るようになった。、 ‘自分自身の人格転換の経験を通して、人間の可能性が信

じられるようになった。、 、今まで自分の問題が何か他人の問題のように小き

く見えてきた。、 ‘自分が人格転換した。、 ‘自分の古い殻が破れた時、嬉し

くて庭(金制峯寺)に坐って声をたてて泣いた。教師をやめてスタンド・マン

でもよいからなろうと思っていた自分に、やれるという確信が出来た。カウンセ

ラー養成の講習会だが、それどζろじゃなくて自分が救われた。、 も涼みかた

がた勉強にと思って上った高野山が、自分の一生で最高の感激と、何か生まれ変

ったようなすがすがしき………人格の変容を痛感し、人間とカウンセリングの

すばらしさに感激……。、 ‘疲れを忘れ、時聞を忘れての学習、乙んなことは

生まれて初めて。、 ‘夜中の寝言に「カウンセリング有難う Cざいます」を聞

いた時は、まったくの驚きで、笑えぬエピソードであり生涯忘れることが出来

ない。、 ‘カウンセリング・教育、私という人間を本当につきつめ体験的に検
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証できた。、 ‘全体討議で感情移入的に理解きれ、カカンセリングが自らの体

内に惨透する感じがした。

4. Y-G人格検査によるセミナーの評価

セミナーにおいて Rogers らのいう group process と類似の group

processが展開し、また参加者の多くは、人格転換という表現で、自らの内的

変化を訴えている o 乙れらの内的変化やセミナー場面での行動の変化は、人格

検査によっても望ましい適応への変化として捉らえられよう。

そこで乙れらの変化を pre-posttest法によってY-G検査で捉えようと

した。つまりセミナー開始直前にY-G検査を実施し、セミナー終了直後に再

実施し、その相異を比較検討した。

検査対象はセミナー参加者の内2名の途中退会者をのぞいた54名である。

Fig. 1はY-Gによる pre-posttestの被験者54名の平均曲線を示して

l'る。

Fig. 1によればその平均曲線は pre-testにおいては、典型的な A(Ave-

rage) typeであり、 posttest においては、典型的な D (Director) typeに

変化している。

乙の検査では無作為に選出された被験者集団の場合、平均曲線がAtype、つ

まり Average typeになる筈である。 ζれはとの検査の統計操作からして、

統計的必然といえるであろう。しかし pre-testでは典型的な Atypeとい

いながら、やや‘右下り型、一一Dtypeに近いーーの傾向を示しているのは、

被験者が無作為に抽出された集団というよりも、やや情緒的にも安定した社会

的適応の所有者であったからかもしれない。

しかし post-testにおいては、先にも触れたように典型的な Dtype に変

化しており、平均曲線からすると著しい情緒の安定性や社会的適応性の改善が

見られる。

Y-Gの12の性格特性について見れば、セミナーの参加者は全体として、抑う

つ性 (D: Depression)、気分の変化度 (C:Cyc1ic tendency)、劣等感(1:

n
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カウンセラー訓練における一考察(中田)

Jnferiority feeling)神経質 (N:Nervousness)が何れも減少し、情緒の安

定性の増加が認められる。

また客観性 (0:Objectivity)、協調的 (C:Cooperativenss)の著しい増加

と攻撃的 (Ag:lak of Agreeableness)の減少が見られ、社会的適応の改善

が観察される o 一般的活動性 (G:General activity)は増加し、のんきさ(

R: Rhatymia)においては変化なく、思考的外向 (T:Thinking extraver-

sion)、支記牲 (A:Ascendance)、社会的外向 (S:Social extraversion) 

においては増加する傾向が窺われる。 ζれらの結果は被験者がより活動的で、

支記的で、外向的な傾向を強めたものと解される。

とくに抑うつ性 (D)が著しく少くなり、協調性 (Co)、客観性 (0)が高

くなっているのは、セミナーにおける参加者の自由の経験の結果、個人の解放

と感情の自由な表現および参加者相互の隔意なき触れ合い、個人の自己および

外界に対する realな認知の増加の結果を示したものと解釈される。

以上12項目の人格特性において pre-testに比べて post-testにおいて、応

答素点が増加した人数と減少した人数を X2検定で検定した結果、前記した如

くのんきさ (R)をのぞいて、ほとんどが P<U.U1レベルで有意の差が見られ

fこ。

Table 1 

df= 1 

Table 1は各12項目の X2 の値を示したものである。

Post test においては平均曲線が典型的な Dtype K変化したのであるが、

辻岡は Dtypeの特徴として次のように述べている。 ‘D type (右下がり型)
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は情緒安定、社会的には適応的または平均、活動的積極的外向的で、いわば性

格の良い面が外部にあらわれやすい型で、乙のタイプの人は万事について良好

な調和的、適応的、安定な行動をとり、一般に管理職として成功する人々は、

との型を示している人が多い。すなわち優れた管理者 (Director)のタイプで

あるからD型と名付ける o 心理的な表現で言えば、安定積極型である。一一中

略一一職場では、下級、中級職員としても成績は良好で、販売成績、勤務の安

定、定着性共に良いセールスマンである。、(文献.⑮)さらに辻岡は、 Y-G

が質問紙法であるために、反応歪曲の問題をとりあげている。つまり‘自分を

人に良く見せかけようとして、意識的にうそをつくことである。 Y-Gはとの

反応歪曲の影響はまぬがれない。反応の歪曲が特に強〈出るとプロフィールは

D型になりやすく、本当のD型が偽りのD型かは区別しにくくなる、と述べて

いる。(文献.⑮)

これはY-Gにおける testsituationが重要な意味をもっていることをも

示していよう。すなわち意識的な偽りの反応を避けるべく、出来得る限り test

situationが構成されなければならないζ とを意味している。

しかしながら、すでに触れたように‘思うことが何んのわざわいもなく発言

出来るふんい気、 ‘まったく安全な気分で最後まで思う乙とがいえた。、 ‘全

員がわがままな姿を出しながら、いつの間にか人間本来のものに目覚めさせら

れる……。、 ‘人間存在の真の姿のまま、それが互にたまらない親しみを感じ

つつ、赤裸々な自己を投げ出しながら変っていく……口、 ‘全員がとても温か

く思いやりのある心で、接する乙とが出来た。、などの印象がもたらされるよう

な、セミナーで構成されたふんい気の中での検査は、 testsituationとしては

最上のものであり、辻岡がいうような‘意識的にうそをつくととで生じた偽り

の Dtype、は最少限にくい止められたと思われる。

なお辻岡がA級セールスマンと呼ぶ、売り上げだけで、なくて、管理能力、指

導性、人事考課などを参考に将来会社の管理者の候補として、ミシン会社4500

名の従業員の中から選ばれた人達の平均曲線を示しているが(文献.⑮ p.75) 

それとセミナーの参加者の post-testの平均曲線を比較したのが Fig.2であ

るo
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カウンセラー訓練における一考察(中田)

乙れらの平均曲線は比較的類似している。とくにG、R、T、A、S、にお

いてはほとんど一致している。むしろD、C、O、Co、などにおいては post-

testの結果がより優れている傾向が見出され、セミナーで獲得されたふんい

気が自由と解放と協調性とさらに realな認知の開発をうながしたという乙と

が出来よう。

5. 結論と今後に残された問題

すでに述べたように、セミナー参加者は intensiveな groupexperience 

を経験し、いわゆる groupprocessを展開せしめ、参加者の訴えからすれば

人格転換と呼ばれる内的経験をしたと思われる。

またζれらの変化はY-Gによっても、かなり顕著な Dtypeへの変化と

して捉えられたという ζ とが出来よう o 平均曲線が Dtype fe変化したとい

うととは、カウンセラーとしての望ましい性格特性がDtypeすなわち Direc-

tor typeであるとも考えられるが、 ζれについては今後の研究が望まれる。

何れにしてもこのセミナーはカウンセラー訓練の一つの試みで、あり、船岡も

指摘するように‘乙うした訓練計画がカウンセラー訓練の最上の方法であるか

苔かの解答は、本研究かち得ちれるものではない。乙れらの検証は、他の考慮

し得るさまぎまの方法を実施し、その比較検討なども必要であろう。(文献.⑤)

しかしながら client-centeredtherapy における therapistの訓練計画で

は、とうした learner-centeredな訓練計画、すでに触れた basicencounter 

groupなどの訓練も多く行われているし、また analistの訓練においても、

教育分析が重視されていることから見て、本セミナーはカウンセラー訓練とし

て、また重要な意味をもつものと言って差し仕えないであろう。

いうまでもなく、本セミナーは、カウンセラー訓練の一過程を示すに過ぎな

いものである?本来的にカウンセラーの訓練や成長は、人間の自我の成長や発

達と等しく、容易に限界や unitの示されるものではない。しかもとの種のセ

ミナーは、筆者が関係しただけでも 3泊4日、 5泊6日など様々の期間で行わ

れている一一本セミナーは 7l!白8日一一この乙とは未だこうしたセミナーに適
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当な unitが見出きれていない乙とを示している。

さらにすでに触れたように Rogersは‘ク、、ループの中において行動の変化

は生ずるが、個人によってはそれが長期間継続しない乙ともあることを認めて

いる。(文献.⑬)

乙のととからして、セミナー参加者における乙うした intensiveな経験と

セミナーにおける行動の変化が、参加者の現実の生活にどのように適応され、

一般化されていくか、またζの変化や転換が、どれほど継続きれ発展されてい

くかは、なお今後の研究にまたねばならない。乙れらは精神分析学でいういわ

ゆる transferencecureの一種ではないかともいえるのである。また psy-

chotherapyの過程で生ずる transferencecureがY-Gにどのような反応

として表現されるかの研究は未だ見当らない。乙うした見地からセミナーにお

ける groupexperienceの評価については、長期にわたる followup study 

が今後必要とされる。

また、セミナーでの変化や体験が長期間継続しないまでも、本セミナー参加

者のほとんどが強烈な体験をした乙とは事実であり、その体験が参加者の人生

にいかなる意義を持っていたかも、今後探究きれなければならない重要な課題

であろう o

しかしながら、本セミナーの参加者の多くが、各地で、現在なお、カウンセ

リングを実践したり、またカウンセリング研究会などを organizeして活躍し

ているという多くの私信を筆者らが受信していること。また本セミナーではな

いが他の5泊6日の同様のセミナーに参加した吾勝は、第1信としてセミナー

終了後2ヶ月後に、第2信として 2年後に私信という形でセミナーの leader

にその後の自己の経過を送り、現在それが‘宗教とカウンセリング、という文

献に‘カウンセリングの経験、として公刊されていることなどを付記しておき

たい。(献.①)

注(1) との概念について文献⑤および第2回日本臨床心理学会、 1966、で報告したもの

である。

(2) 詳細は文献⑥ p.78"-'p. 79を参照されたい。

(3) 理論がセミナーのリーダーの手法によって、具体的に示されているととは、理論
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の operationalな difinitionを意味し、理論を明確化し、その理解を容易ならし

める。

(4) 乙の groupprocessは、昭和40年に行われた文部省、日本職業指導協会、大阪

社会事業短期大学主催のカウンセリング・セミナーのものである。

(5) ζれらの発言はセミナーの録音記録または記録から抜すいされたものである。

(6) セミナーの終了直後に、 1、セミナ一期間中の経験、 2、その価値の可否、 3、

講義の時間の内容の可否、 4、合宿の可否、 5、セミナーの問題点の5項目を自由

記述法、記名自由の質問紙法にもとづく調査を行った。乙の記録はその応答から得

られたものである。

(7) 注(5)および割引に示した記録、応答から得られたものである。

(8) とのセミナーは高野山で全員合宿という形態で行われた。

(9) 船岡は‘カウンセリング・セミナーが、カウンセラーとしての成長の一過程に過

ぎないのである‘と述べている。(文献⑤ P.87) 

間適切な positivetransferenceが生じた場合、しばしば transferencecureと

いう一時的な現象が生ずる。とれについては複雑な論議を呼よので、稿を改めたい

と思う。
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A Consideration on Counselor Training 

一一Developmentof Group Process and it's evaluation--

Yoko Nakata 

In counse1ing seminar sponsored by the Ministry of Education and 

Osaka College of Social Work etc.， the participant members not only 

learned the theory and technique of counse1ing but also showed inten-

sive experiencing process in group counseling. 

And then， these changing processes were described in this paper and 

measured by Y -G personality test throngh pre-post test method. As 

the result， we found that the improvements were statistically signi-

ficant differences in the following factors; emotinal stability， social 

adaptability， activity and leadership. 
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